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「北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Associationの活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人

と熊が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための

提言と啓発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、

生物間での食物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたもの

は生有る限りお互いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正

しき道)に基づく理念による。 

 

＜新書のご紹介＞ 

今般10年がかりで、私が執筆してきた「アイヌ民族と羆：羆儀礼の起源と発展」

が、刊行されました(北海道出版企画ｾﾝﾀｰ、(274頁) 税込み価格4,320円)です。 

小項目形式で、333 項目に付いて記述し、一書としたものです。 

 本書を通覧すれば、熊に対するアイヌ民族の観念と具体的な対応。アイ

ヌ民族は如何なる民族か。アイヌ民族と和人の歴史的経緯。アイヌの自然

観。自然に対する対応、アイヌの往時の生活等を識る事が出来ます。 

 

＜書の内容＞ 

① アイヌ民族の起原から現代に至る迄の流れ、特に和人との関係。 

② アイヌ民族の自然観と自然に対する対応。 

③ 熊に対するアイヌの考え、対応(送りの発想、その実際、熊の性能に

あやかると言う考え、アイヌを襲う熊への考えと対応)など。 

④ 漁猟民族としての、アイヌの生活の実態(食べ物、衣服、履き物など)。 

⑤ アイヌ民族の習俗(外の祭壇に頭骨を置く、尚左習俗について)。 

⑥ 松浦武四郎の蝦夷地探検の苦労話  

                                                   等 

 

 

 

 

 



 
 

 
 


